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秋田大学附属図書館長 山本浩史

「with コロナ」時代でも図書館は特別な空間 



※利用者カードの申請は、所属する地区の図書館サービスデスクで承ります。 

 手形地区…中央図書館 ／ 本道地区…医学図書館 

 4月から勤務することになった教員のみなさん、ようこそ秋田大学へ！ 

 これからの研究活動に役立てていただきたい下記２つのカードをご紹介します。 

 最初に申請いただきたいカードは、「利用者カード」です。このカードを持っていないと、図書館の利用や  

図書の購入依頼などができません。「公費コピーカード」は公費の予算があれば申請可能です。 

 ぜひこれらのカードを申請して、図書館をご活用ください。 不明な点は図書館職員へお尋ねください。 

図書館所蔵の資料を公費でコピーできる 

※コピーカードの受付・発行は中央図書館のみ  

利用者カード 

入館できる ／ 図書・雑誌の貸出ができる 

学外から文献複写を取り寄せることができる 

学外から図書を取り寄せることができる  

研究費での図書購入依頼  

公費コピーカード 

MyLibraryにログインして 
     附属図書館を使いこなそう！ 

 秋田大学附属図書館では、My Libraryという一人一人が利用できる個人ページを用意しています。 

 例えば、来館せずにWeb上で、いま借りている資料の延長手続きができます。前日に返却期限を知らせるメール 

が届きますので、図書館からメールが届いたらMy Libraryを確認してみましょう。 

※メールアドレスは「個人設定」から変更可能です。 

図書館の使い方で分からないことがありましたら、お気軽に

メール・電話・リモートレファレンス等でお尋ねください！  

My Libraryでできること 

・貸出期間の延長  ・貸出中資料の予約 

・貸出履歴の確認  ・新着資料の確認 

・学外から（文献複写／図書）を取り寄せ 

・リモートレファレンス（オンライン相談） 

・ブックマーク …等 

②a-netと同じID・パス

ワードを入力してくださ

い。 

③各種サービスが利用可能です。 

My Libraryログイン方法 

①図書館HPの赤丸で囲った部分または下記のＱRコー

ドからログイン画面に進んでください。 

見本 

見本 

スマートフォンの場合 ＰＣの場合 

※図書館内のPCなど不特定多数の人が使用する端末でログ

インした後は、必ずログアウトしてください。 

リモートレファレンス案内 

クイックレファレンス 

予約不要 

5分程度で回答可能

な、簡単な質問を受付 

30分レファレンス 

長めの質問ができます 

事前に予約が必要です 

詳 し く は こ ち ら（https://www.lib.akita-

u.ac.jp/top/ja/node/277)から 



秋田県関係準貴重書20点のデジタル画像を公開しました  

 「秋田大学貴重資料デジタルギャラリー」にて附属図書館の所蔵する準貴重書のうち秋田県にゆかりのある和装本

20点を公開しました。 

 大半が秋田県師範学校から移管されたもので、鷹巣村の肝煎役を長く務めた成田元長の旧蔵書や秋田藩士石井忠行

（号伊頭園）が書写した本などを含みます。多くがＷｅｂでは初公開の資料となりますので郷土研究等にお役立てく

ださい。 

■アクセス方法 

     

「こちら」をクリック 

CiNii 

Research 

国内の全分野の学術論文を検索できる。 

※CiNii ArticlesはCiNii Researchへ統合

されました。 

SCOPUS 世界の全分野の学術論文の検索、抄録の 

閲覧ができる。 

医中誌Web 国内の医学・看護学・薬学等の学術論文を

検索できる。【同時アクセス数9】の制限

あり。  

■電子ジャーナルとは 

 学術雑誌を電子化してweb上で読めるようにしたもの。

学術雑誌に収録されている論文をOPAC（蔵書検索）で検

索することはできないので、分野、言語に適した「データ

ベース」を選択して検索します。 

KinoDen 日本の学術図書が利用できる。   

ブラウザだけでなく、アプリから

も利用できる。 

Maruzen 

eBook Library 

日本の学術図書、就活本や英語 

多読用リーダーが利用できる。 

メディカル 

オンライン 

イーブックス 

医学系和図書が利用できる。  

学外から利用可能な電子リソース 

図書館ホームページ→「学外から利用可能な電子リソース」をクリック 

■電子ブックとは 

 図書を電子化してweb上で読めるようにしたもの。

OPAC（蔵書検索）でも検索することができます。各

タイトルは同時に1人しかアクセスできませんので、

利用が終わりましたら必ずログアウトしてください。 

漢字にルビが振られている  

明治7年に     

伊頭園     

（石井忠行）   

が写す 

追 加 資 料 
『秋藩記年』 

『秋藩紀年』 

『東堤先生隨筆』巻之1 

『直養雑話』 1、2 

『東堤隨筆』 1、2 

『菁莪雅言』 

『義和公六郡御巡覧道記』 

『御引渡御回坐御由来:全』 

『政景日記抜書』 

『軍功書上扣』 

『秋田軍記 2巻』 

『秋田畧記』 

『秋田藩事蹟集』1～5 

『秋田前賢史談』 

『秋田畧記』 

『秋藩紀年』 

 図書館では、学外から利用可能な電子リソースを提供しています。電子ジャーナルや 

電子ブック等を場所や時間を問わず利用できます。   

https://

www.lib.akita-

u.ac.jp/top/ja/

node/64 

https://cir.nii.ac.jp/
https://cir.nii.ac.jp/
http://www.scopus.com/
https://search.jamas.or.jp/
https://kinoden.kinokuniya.co.jp/akitauniv/
https://elib.maruzen.co.jp/elib/html/BookList/
https://elib.maruzen.co.jp/elib/html/BookList/
https://mol.medicalonline.jp/library/ebooks/
https://mol.medicalonline.jp/library/ebooks/
https://mol.medicalonline.jp/library/ebooks/


 コロナ禍になって3度目の春を迎えました。今年の冬は

例年より雪が多く寒かったので、雪解けが待ち遠しかった

です。暖かくなると何か始めてみようという気持ちが起き

ますが、皆さんは何か始めようと計画していることはあり

ますか？ 

 新年度となり、図書館を初めて利用する方もいらっしゃ

ると思います。通常の図書館利用をしていただける状況ま

で、もう少しかかりそうですが、学外から電子リソースを

ご利用することができますので学修にどうぞご活用くださ

い。 
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 中央図書館 

TEL：018-889-2279 

FAX：018-832-4917 

MAIL: libriyo@jimu.akita-u.ac.jp 

 医学図書館 

TEL：018-884-6052  

FAX：018-884-6252 

MAIL: ibun@jimu.akita-u.ac.jp 

書名 著者名 著者記号 

メディアと帝国  

19世紀末アメリカ文化学 

村上東(教育文化学部)先生自著

（分担執筆） 
361.5||Ts52 

お 知 ら 
か 

ら 
の 図書館 せ 

 国内文献検索データベース「CiNii Articles」が「CiNii Research」へ統合されます。

これにより、論文検索は「CiNii Research」に一本化されます。「CiNii Research」で

は、このほかにも「CiNii Books」「CiNii Dissertations」や外部連携機関の研究デー

タ、KAKENの研究プロジェクト情報などを横断検索することができます。  

 この影響で、現在OPACでの国内論文検索機能を停止しています。論文をお探しの場

合は、直接CiNii Research等の論文検索データベースをご利用ください。 

国内文献の検索は「CiNii Research」をご利用ください 

 国立国会図書館では資料のデジタル化を進めており、このうちの一部については全国各地の図書館

でも閲覧・印刷が可能です。本学では中央図書館1階に閲覧用のPCを設置しております。 

   この度、著作権法が改正され、このデジタル化資料送信サービスが各自のＰＣ・スマートフォンで

も利用できることになりました。 

    詳しくはこちらをご参照ください。 

https://www.ndl.go.jp/jp/news/fy2021/220201_01.html 

朝日新聞の記事を検索・閲覧できるデータベース「聞蔵Ⅱ」の名称が「朝日新聞クロスサーチ」

に変更されました。画面デザインが一新され、スマートフォンでも使いやすく、横断検索機能も強

化されています。a・net/AU-CISでお知らせしている臨時IDにより、学外からも利用が可能です。 

朝日新聞データベース「聞蔵Ⅱ」が「朝日新聞クロスサーチ」に名称変更 

 

本学教員が著し、寄贈いただいた資料です。 

中央図書館2階秋田大学コーナーへ配架しています。 

本学教職員等 

著作寄贈図書 

「個人向けデジタル化資料送信サービス」が開始されます（5/19～） 

CiNii Research 


